
講義

児童期における
相談支援の目指す方向性

社会福祉法人 徳島県社会福祉事業団
相談支援事業所きぼう 相談支援専門員

山口 美樹



獲得目標

児童期における

相談支援専門員と

児童発達支援管理責任者の

関係について理解する
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講義内容の項目
１．児童期における相談支援と役割、基本的視点

２．児童期における相談支援の現状

３．児童発達支援管理責任者の地域連携における役割と現状

４．相談支援専門員と児童発達支援管理者の連携

５．児童期における支援会議

６．徳島市の障害児支援の状況について
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１．児童期における相談支援と役割、基本的視点

成人期の相談支援 と 児童期の相談支援

ライフステージを通じた

共通の理念

・生活ニーズの把握

・適切な社会資源と結び付けていく

個別性を
重視した支援

利用者自身が
問題の解決に
取り組んでいく
力をつけていく

利用者の
ニーズが中心

生活の質の重視

意思決定を中心
にした誰かに
支配されない

生活

利用者の権利擁護
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児童期の相談支援の特長
①障害が未確定の頃から相談を開始

②障害手帳を受けていないまま、計画相談を開始することがある

③発達の観点を中心に立案していくことが必要

また、家族が理解できる情報の整理整頓が大切

④面談の重たる対象者が保護者になることが大半

⑤保護者だけでなく、祖父母、兄弟姉妹の気持ちや状態を把握する必要もある
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児童期の相談支援の特長
⑥短期間に移行期が多く、モニタリングの頻度を調整する機会は多い

⑦こども自身の成長と変化に合わせて、家庭環境も変化することがある

⑧日中活動の中心の場は学校であり、福祉サービスの提供は補完的な役割

⑨入所支援利用の場合は児童相談所が給付決定を行う

⑩障害福祉以外の関係機関と情報の共有をすることもある
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こどもの時期の相談支援は難しい？
・児童期の支援についてあまりよくわからないし、発達支援が難しい

・こどもの気持ちを大切にしたいが、こどものニーズをどう捉えるのかが難しい

・療育を受けていくことを大切にしたいが情報が少ない

・発達支援についてはわかるが、相談支援と児発菅の役割はどう違うのか？

・家族のニーズを中心に相談支援を行っていると、これでいいのかと悩むことがある

・教育分野や、医療との連携が難しい

等々
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児童期の相談支援における家族支援

・まずは保護者の「わからない」に寄り添うことから

保護者は様々な情報や助言に戸惑っている…

・支援者と家族の間で情報の整理と伝達の役割を担う

専門用語が分かりにくい…

早口で聞き取れなかった…等々
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児童期の相談支援専門員の役割
～情報の収集～

[情報収集すること]

・こどもが望んでいること、好きなことや嫌いなこと

・保護者の心配事や要望

・支援目標ごとの役割分担

・支援の方向性 等々

→時間をかけて確認を行い

情報を積み重ねていくことで本当の姿や気持ちを汲み取り

適切な支援に繋げていく
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児童期における相談支援の視点

支援が必要なこどもに対して

・地域の活力の源であるこどもの笑顔を地域に還元していく視点

・こどもも社会的な役割を果たしているという視点

・こどもの権利擁護=発達保障+こどもの年齢に応じた暮らしの保障、という視点

・保護する、囲うという時代からの脱却といった視点

が必要
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こどもの目線で何に関心を持ち、

どんな気持ちで日々を過ごしているのかを

まずは相談支援専門員と児発菅が話し合って

利用計画書に書き込んでいけることが理想

こどもの気持ちに寄り添って・・・
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２．児童期における相談支援の現状

・都道府県障害児福祉計画と市町村障害児福祉計画

・児童期のセルフプランの現状

・児童期の支援計画として工夫している様式

・相談支援として本来の目的を達していない児童期の相談支援
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第３期障害児福祉計画について
(計画期間～令和６年度から８年度)

(市町村障害児福祉計画)

・障害児通所支援及び障害児計画相談支援の提供体制の確保に係る目標に関する事項

・各年度における指定通所支援又は指定障害児相談支援の種類ごとの必要な見込み量 等

(都道府県障害児福祉計画)

・障害児通所支援等の提供体制の確保に係る目標に関する事項

・当該都道府県が定める区域ごとの各年度の指定通所支援又は種類ごとの必要な見込量

・各年度の指定障害児入所施設等の必要入所定員総数 等

厚生労働省HP「第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画の概要」より引用
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徳島県障がい者施策基本計画
（令和６年度～令和１１年度）

徳島県では、障がい者施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、障害者基本法第11条
第2項の規定に基づく「障がい者計画」、障害者総合支援法第89条第1項の規定に基づく「障
がい福祉計画」及び児童福祉法第33条の22第1項の規定に基づく「障がい児福祉計画」を統
合するとともに、「障がいのある人もない人も暮らしやすい徳島づくり条例」の実施計画として、
令和6年3月に「徳島県障がい者施策基本計画（2024年度～2029年度）」を策定しました。

徳島県HPより引用
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徳島市障害者計画及び徳島市障害福祉計画
（第7期）

本市では、平成30年3月に策定した「徳島市障害者計画」と、令和3年3月に策定した「徳島市
障害福祉計画（第6期）」に基づき、障害者施策やサービス提供の推進を図ってきましたが、両
計画が令和5年度で計画期間の終了及び見直し時期を迎えたことから、国の障害者施策の動
向の変化や障害者ニーズの変化等へ対応できるよう、新たな「徳島市障害者計画」及び「徳島
市障害福祉計画（第7期）を策定しました。

徳島市HPより引用
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児童期におけるセルフプランについて

・セルフプランだと「担当者会議やモニタリングが実施されない」「サービス(支援)提供事業所と
の調整を自身が行わなければならない」というデメリットがある。

・相談支援におけるモニタリングの重要性、有効性を考慮し、多職種チームアプローチとして
こどもを支えていくために、必要な会議の実施は、移行期の多い児童期だからこそ重視すべ
きことである。

・「セルフ」とは障害者本人を指すのであり。保護者が作成するセルフプラン自体が、本来の
「セルフ」ではないと考えることはできる・・・
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児童期の利用計画作成において共有してい欲しい課題

・保護者の想いや意見が中心になりがち

・通所先が決まった段階で関わりが始まりがち

・「こどもの現状」が十分に把握できていないまま、結論を出してしまいがち

・療育を受ける、特別な支援をうけることがゴールとなりがち
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相談支援専門員と児童発達支援責任者の
連携における課題

・相談支援事業所と関係する事業所(同法人等)の利用のための利用計画作成が多く、本来の
相談支援の機能を果たせていないこと

・障害児利用支援計画をもとに個別支援計画を作成していくことや、モニタリング以降、個別
支援計画を活かした利用計画等の作成ができていないこと

・こどもが参加するサービス担当者会議等が適切に実施できていないことや、個別支援会議
は児発菅と保護者のみで実施していることも多いこと
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３．児童発達支援管理責任者の地域連携における役割と現状

・児童発達支援管理責任者が取り組んでいくべき地域連携とは？

・各都道府県における児童発達支援管理責任者の自立支援協議会への参加状況とその活
動内容とは？

・児童発達支援管理責任者の地域連携の現状に関する課題
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児童発達支援管理責任者が取り組んでいくべき地域連携とは？

「障害児支援の基本理念」から見えてくる地域連携

(１) 障害の特性を踏まえたニーズに応じた発達支援の提供

(２) 合理的配慮の提供

(３) 家族支援の提供

(４) 地域社会への参加・包容(インクルージョン)の推進

(５) 事業所や関係機関と連携した切れ目のない支援の提供

児童発達支援ガイドライン(令和６年7月)より引用

19



児童発達支援管理責任者が取り組んでいくべき地域連携とは？

「放課後等デイサービス」から見えてくる地域連携

(１) 生きる力の育成とこどもの育ちの充実

(２) 家族への支援を通じたこどもの暮らしや育ちの安定

(３) こどもの地域のつながりの実現

(４) 地域で安心して暮らすことができる基盤づくりの推進

放課後等デイサービスガイドライン(令和６年7月)より引用
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児童発達支援管理責任者が取り組んでいくべき地域連携とは？

こどもの最善の利益を考慮するための地域連携

・すべてのこどもが共に成長できるようにしていくこと

・同年代のこどもとの仲間作りをはかっていくこと

・こどもを育てる家庭への支援を丁寧に行うこと

・子育て支援における育ちの場において、障害のあるこどもの支援に協力できるような体制づくりを
すすめていくこと

・切れ目のない一貫した支援を提供する体制の構築を図ること

⇒一つの事業所だけでは障害児支援の基本理念を達成することは困難
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児童発達支援管理責任者が取り組んでいくべき地域連携とは？

こどものライフステージに応じた一貫した支援

・「気になる」段階から気軽に保護者からの相談に応じたり、こどもへの療育が提供できる場に
なる。

・家族支援を含め個々の状況に応じた療育や発達への支援が、地域の支援システムづくりに
つながることを意図して支援を提供する。

・サービス担当者会議への参加等、より積極的な地域連携を心がけ、発達支援の地域拠点と
して機能発揮する。
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各都道府県における児童発達支援管理責任者の自立支援協議会への参加状況と
その活動内容とは?

児童発達支援管理責任者の皆様、

地域の自立支援協議会へは参加されていますでしょうか？
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児童発達支援管理責任者の地域連携の現状に関する課題

・自事業運営と利用時の確保に懸命で、それぞれの事業所の得意なこと、決して得意ではな
いことの情報交換ができていない。

・「連携」については、こどもの情報の申し送りが主となりがちであり、つないだ後の連携は
不十分である。

・連携先の組織に情報を申し送りしても、実際の担任に情報が届いていないことは決して
少なくない。
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児童発達支援管理責任者の
「相談・援助」と「関係機関との連携」

・「発達支援」の観点から
～関係機関との連携と相談援助により、子どもの評価を共有し、支援の質の充実に努めていく。

・「移行支援」の観点から
～それまでの支援内容と今後の支援の方向性が、保育所や学校等に適切に移行され、引き継いでいく。

・「家族支援」の観点から
～子育てにおける保護者の思いを尊重し、程者に寄り添いながら、必要に応じて関係機関と連携し、個別に

相談の機会を重ねていく

・「地域支援」の観点から
～障害のあるこどもの健全な発達のために、地域社会とふれあう機会を作っていく。
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４．相談支援専門員と児童発達支援管理者の連携

児童期における

相談支援専門員 と 児童発達支援管理責任者の

連携のあり方について
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障害児支援利用計画と個別支援計画の関係

相談支援専門員は

障害児支援利用計画 作成時・立案後

関係者にその内容を伝え、事業所の意見を十分に把握したうえで

正式なプランを作成し

⇒ 児童発達支援管理責任者へ届ける

プランの内容に納得をしたうえで

個別支援計画を作成し、

相談支援専門員へ届ける
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参考資料(国研修より)
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どこが相談支援専門員の役割？どこが児発菅の役割？
・ケースを見立てるということに役割の区別はありません。

・一緒に情報を共有し、一緒にアセスメントしていくことになります。

・そして、一緒に「総合的な援助の方針」を考えていくことになります。

・ケースを大まかに捉えることができないと、家族のニーズや支援者の主観にご本人振り回される
ことになります。

・ご家族や周囲の意見や訴え一つ一つに振り回され、支援のベクトルが見失われていることが少な
くないので注意が必要。
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個別の支援における
相談支援専門員と児童発達支援管理責任者の視点

相談支援専門員は

情報整理と地域資源を活かす提案

児童発達支援管理責任者は

情報提供と具体的目標の提示
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児童期の相談支援専門員は・・・

・日々の生活全体の流れをチェックし、

地域全体を見つめながら、

得られた情報を整理していく。

・地域の中での関係性づくり、絆を特に重視していく。
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児童期の児童発達支援管理責任者は・・・

・合理的な配慮事項についてまとめたことを関係者に発信していく。

・こどもの欲している刺激、落ち着ける環境について、関係者と情報共有して
いく。

・こどもとのベストマッチングを常に考慮し、ヒントとなる情報を関係者に提案し
ていく。
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５．児童期における支援会議
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児童期における支援会議とは…

・障害児支援担当者会議(サービス担当者会議)

・個別支援会議

・その他の会議
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こどものための有意義な会議を

そのためには・・・

・何をテーマに話し合うか事前に決めていく

・こどもを中心にした会議にする

・参加者それぞれが発言する機会を持つ

・関係者の当面の役割を明確にする

等
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会議の進行例
１．挨拶と出席者からの各々一言

２．今回の会議の目的の共有

３．目的に沿った情報収集

４．情報の中でのこどもの強みの確認

５．わかったきたことの整理

６．知りたいことの整理

７．次回の会議までの役割分担

８．次回会議の設定
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６．徳島市の障害児支援の状況について

・徳島市障害者計画及び徳島市障害福祉計画（第7期）より

○障害福祉サービス受給者の現状

(１)障害福祉サービス受給者数(障害者・障害児)の推移

(２)障害福祉サービス利用者数の推移

○障害児通所支援受給者の現状

(１)障害児通所支援受給者数の推移

(２)障害児通所支援利用者数の推移
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○障害福祉サービス受給者の現状
(１)障害福祉サービス受給者数(障害者・障害児)の推移

令和４年度の障害福祉サービス受給者数は3,201人で、平成２９年度からの５年間で、
障害児（18歳未満）は12人（7.0％）減少しており、障害者（18歳以上）は295人（10.7％）
増加しています。
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○障害福祉サービス受給者の現状
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○障害児通所支援受給者の現状
（１）障害児通所支援受給者数の推移

令和４年度の障害児通所支援受給者数は1,997人で、平成２９年度からの５年間で、
799人（66.7％）増加しています。
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○障害児通所支援受給者の現状
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○障害児通所支援受給者の現状
（２）障害児通所支援利用者数の推移

令和４年度の障害児通所支援利用者数は2,040人で、平成２９年度からの５年間で、
702人（52.5％）増加しています。
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○障害児通所支援受給者の現状
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グループワーク①

相談支援専門員の思う児童発達支援管理責任者のイメージ

もしくは

児童発達支援管理責任者の思う相談支援専門員のイメージ

について
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グループワーク②

本当は…もっとこんな連携が図れたらなぁ…

こんな情報がいただけたらなぁ…

こうあって欲しいなぁ…
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